
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 12 月 12 日（木）に修復整備工事が完了し、同年 8 月に南園聴松閣の一般公開が開

始された揚輝荘を見学しました。 

揚輝荘は、大正から昭和にかけて株式会社松坂屋初代社長 15代伊藤次郎左衛門佑民によって構築

された別荘で、平成 20年に市指定有形文化財に指定されています。 

当日は、揚輝荘の会 佐藤館長の案内で、北園の伴華楼の見学と庭園の散策をし、その後、南園に

移動して聴松閣を見学しました。 

見学会終了後、聴松閣地下 1階の「多目的室（旧舞踏場）」で名古屋市立大学大学院芸術工学部教

授の鈴木賢一先生をお迎えし、「揚輝荘はこうして蘇った」と題して、先生ご自身の体験を通したこ

れまでの揚輝荘保存活用に向けた活動について、興味深いお話しを伺いました。 

 

 

 

＜写真提供＞名古屋市立大学大学院芸術工学部教授 鈴木賢一先生 
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